
ニケーションが十分とれてなければ、情報なん

か来ませんので、ぜひそこはよくやっていただ

きたいというふうに思います。 

 非常に残念な結果に今回はなったわけですが、

これをぜひ教訓として生かしていただきたいと

いうことを最後に申し上げまして質問を終えた

いと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

○小関勝助委員長 次に、順位２番、議席番号３

番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 できれば午前中に終わ

りたいと思いましたけれども、ちょっと時間足

りなくなると思いますけれども、ぜひ適切に答

弁いただければ終わると思いますから、よろし

くご協力お願いしたいと思います。 

 私、通告してあります今後の公民館運営につ

いての１点について、ご質問をさせていただき

ます。 

 私、９月定例会におきまして、事務管理公社

と公民館のあり方について質問をしてまいりま

した。事務管理公社の業務は、設立当初に想定

していなかった業務の受託による肥大化、役職

員が市職員を兼ねることの妥当性、業務の公社

への委託の必要性低下などの課題が以前から指

摘されており、このたびの消費税課税問題を契

機として存廃を含めた見直しを図ることにした

という説明がされました。それに伴いまして、

公民館業務については、住民主導の地域づくり、

地域主体の公民館運営という長井方式の原点に

立ち返るべきではないかという観点から、来年

度以降、各地区の公民館運営協議会の委託が適

当ではないかと考えており、教育委員会で公民

館のあり方等について、職員の処遇等含め、早

急に検討され、適切に対応していただけるもの

と考えているとの市長答弁がなされました。幾

つかの点について質疑をさせていただきました。 

 そこでまず教育長にお伺いしますが、今後公

民館運営について、これまでどのような検討が

されてきているのか、その経過についてお伺い

をいたします。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 事務管理公社の見直しによっ

て、公民館運営を来年度以降どのようにしてい

くのかについてということで、９月定例会にお

いても質問があったところですが、その後教育

委員会内部で中央公民館、地区公民館の運営体

制について、公設民営を基本にして検討してき

ました。９月以降ですが、館長の方とは定例館

長会において３回、臨時館長会で１回、計４回

意見交換をしてきております。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 館長会中心に意見交換

というお話なんですが、結果として、先ほども

９月の答弁でありましたとおり、各地区の公民

館運営協議会に、今まで主事といっておられた

方、事務管理公社の職員ですね。この方の雇用

については、各地区公民館運営協議会にお願い

をしていくと、こういうことでほぼ決定と考え

てよろしいですか。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 そういう方向で検討していま

す。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 私の９月の質問でも申

し上げたんですが、いわゆる長井方式と言われ

る、いわゆる住民主導型の運営をしていくとい

う、そういうことなわけでありますが、運営協

議会にこれも含めて委託をするということが、

今度違うわけですね。職員の雇用にも責任を負

っていただくということなわけですが、その際、

いわゆる各地区運営協議会、現在は館長が会長

を務めると、こういうことになっていますけれ

ども、今後はそれだけの責任を持ってもらうと、

すべてにおいて運営協議会が。私は、運営協議

会とこれからの公民館のあり方について十分議

論する必要があるのではないかと、こういうこ

とを申し上げました。 
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 先ほどの教育長の答弁ですと、館長会は４回

もやりましたと、こういうことなんですが、一

番大事なのは、住民の方々、その地域の住民の

方々にいわばすべてをゆだねるということにな

るわけですから、現行の運営協議会との話はま

ず必要なんでしょうけれども、それ以上に、自

治会といいますか、あるいは各種団体といいま

すか、公民館の運営に携わっていただく方々、

その方々との協議というのを十分しなければい

けないんでないかと。それがほとんどされてい

ないという現状じゃないかと思うんです。やは

り４月からですから、きちっとやっていただか

なければいけないと、こういうふうに思うんで

すけれども、その辺について協議会に対しての

説明とか、その意見聴取というものについて、

これまでされてきたのか、文化生涯学習課長に

お伺いしたいと思います。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 運営協議会につい

ては、まだお話はしていませんけれども、現在、

先ほどお話あったように、運営協議会の会長さ

んが館長さんをやっているということで、ある

程度は話は通じているのかと思いますけれども、

ただ、改めて運営協議会を開催して説明会をす

るということもちょっと難しいというお話でし

たので、これから予定された運営協議会の会議

があるということなので、そこに出向いて、こ

ちらの方から出向いて説明をしてご理解をいた

だきたいなというように考えているところであ

ります。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 これはこれからやると

いうことなんですけれども、先ほど申し上げた

ように、ある意味では、これからは全くのこれ

までの運営協議会と違うと思うんですよね。だ

から、前に申し上げたように、もう一回長井方

式って何だという原点に返って議論していく必

要があるんじゃないかというふうに申し上げた

ので、やっぱりそういうやり方をしていかない

と、私、前にも９月の質問で申し上げたんです

けれども、単なる雇用の受け皿ということを一

生懸命つくるということだけにいっているんじ

ゃないかと思うんですね、このままいってしま

ったら。それでは意味ないと思うんです。だか

ら、その辺のところが非常に私は重要だと思う

んです。 

 そこで、いわゆる住民主導の公民館運営、長

井方式、運営協議会というものをつくって、そ

れぞれ運営しているということなんですが、実

質的に、これらの開催日数、回数、各地区の運

営協議会の開催、その辺の回数についてどの程

度、要はお願い、年間恐らく何回お願いすると

か、そういうのがあると思うんですね。実質的

にどれぐらい開催されているかというのはわか

りますか、回数。文化生涯学習課長、お願いし

ます。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 現在、運営協議会

の方は、年６回開催しているということです。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 私、聞いているのでは

年６回開催してくださいと。実質、それ全部や

っていますか。全部、全各地区すべてやってい

ますか。もし、あれだったら中央公民館長。 

○小関勝助委員長 寺島吉昭中央公民館長。 

○寺島吉昭中央公民館長 今、文化生涯学習課長

の方から年６回やっているということを申し上

げましたけれども、中央公民館の方で公民館運

営マニュアルをつくっておりまして、それでは、

年６回やっていただきたいというようなことで

申し上げております。実質的に年６回以上やっ

ているところもありますけれども、それ以下と

いうところはないというふうにこちらの方では

判断しております。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 やっているということ
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ですから、それ以上は申し上げませんが、先ほ

どみたいに実質的には館長が会長を兼ねていま

すから、すべてわかる人がやりますから、あと

審議といっても恐らくしゃんしゃんというか、

わかりましたと、こういうことになるんだと思

うんですね。ところが、それにはならないわけ

です、今度は。だから、運営協議会で計画して、

計画立案して、それで実施までやるということ

ですね、すべて。しかも、職員の雇用までお願

いする。それだけの運営責任からすべて責任を

運営協議会にお願いするということですから、

やっぱり今までと同じことではならないと。で

すから、改めて運営協議会のあり方について、

自治会の皆さんとか、公民館を構成している団

体の皆さんとか、協力いただいているそういう

方々に要は説明をきちっとしながらいかなけれ

ばいけないのではないかと、こういう意味です

ので、ぜひその辺については、先ほどやってい

ただけるということですから、よろしくお願い

したいと思います。 

 そこで、公民館長というのは、いわゆる市の

非常勤特別職になりますよね。今までもそうで

す。これもそうですよね。考え方として。当然、

市の方針に沿った職務を負うということになり

ますけれども、いわゆる雇用を含めた公民館業

務を受託することになる運営協議会、ここの関

係というのはどういうふうになるのか。どうい

うふうにお考えなのか。要はこれまでは先ほど

から言っているように、運営協議会の会長を公

民館長兼務にしていましたが、その辺について、

今後どのように考えられるのかについて、まず、

これは教育長、よろしいですか、教育長にお伺

いします。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 現在は兼務ですけれども、館

長は教育委員会が任命していますので、やっぱ

りちょっとなじまないのかなということで、来

年度以降ですが、分離する方向で考えています。

人件費とか事業費に関しては、館長の方に委任

するという方向で検討をしています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 兼務じゃなくてという

ことですから、もともとその意味とするところ

は、運営協議会で受託する。いわゆる受託する

側の長が市の特別職というのはやっぱりおかし

いと思うんですね、ここは。だから、そこはき

ちっとやっておられるということですから、そ

ういう整理の仕方で私はいいんでないかと、こ

ういうふうに思います。 

 それと、公民館長と職員、今までは事務管理

公社職員、今までもちょっとおかしいと思うん

ですけれどもね。ほかの組織の人を使っている

わけですから、非常にその辺はおかしいと思う

んです、今までも。でも、これからもきちっと

しなければいけないと思うんですよ。この関係

がどのようになるのかということなんですが、

学校給食共同調理場の民間委託の際にも、労働

者派遣法の関係どうなんだという議論がされた

と思うんですよ。直接指示できないんじゃない

かと。その関係についてはどのように整理され

るのか、どういうふうに考えられるのか。教育

長お願いします。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 社会教育法とか、市の設置条

例の方でも館長その他の職員の任命は、教育委

員会が行うというふうに定められていますので、

これまでは、別組織であっても社会教育、生涯

学習を推進する中核的な職員である公民館主事

の意識を高めたいとか、教育委員会とのつなが

りを持ちたいということで任命してきた経緯が

ありますが、教育委員会の任命権は公務員を対

象とするという文科省の見解が出ていますので、

今後は、教育委員会では主事の方は任命しない

という方向です。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 任命はしないというこ
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とですね。これは法的には公務員を任命すると

いうことですから、公務員でありませんから。

今までもだからさっき言ったようにおかしいん

じゃないかという話なんですけれども。先ほど

言った、それでは今度実質的には公民館長のも

とで働くということですね。そのあれによって

でしょう。だから、要は派遣法との関係どう整

理するんですか。指示できるんですか、直接。

その辺はどういうふうに整理されているんです

か、教育長。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 各地区の運営協議会の職員に

なるわけですので、これも運営協議会の会長か

ら館長の方に指揮監督権を委任するという方向

で考えています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 それはよろしいですか、

法的にひっかからないということでよろしいで

すか。確認されていますか、そういうことで。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 大丈夫だと認識しています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 大丈夫だとおっしゃる

んだから大丈夫なんだと思うんですが、実は、

前に９月にも申し上げました。その前にも申し

上げたんですが、佐賀県の佐賀市の例出しまし

たね。これ新たにやるということで、６月議会

で通らなかったというんですが、９月議会通っ

たんだそうです、やるということで。そのやり

とりがホームページ、佐賀市議会の会議録拾っ

たら、そのところがやっぱり問題になっている

んですよ。それで、こういう整理をされている

んですね、佐賀市では。各地区運営協議会と締

結する業務委託契約書で、市は契約の相手方に

対し、委託業務の実施について必要な指示をす

ることができると規定している。この規定を根

拠に、公民館長が協議会職員に対して委託業務

の実施に当たっての指示ができると、こういう

ふうに判断をしたということなんです。 

ちょっと、先ほどの教育長のとニュアンス違

うんですね。そこをきちっと契約を締結してや

りなさい、やったらいいんじゃないかとこうい

うことなんです。これもちょっと法的にどうか

というのは私も確認していませんから。それで、

そういうことをきっちりやっぱりすべきだとい

うことだけ今申し上げておきます。これは整理

していただきたいんです。 

 次の、各地区運営協議会を統括する組織の関

係です。組織どうなるかということで資料、今

の検討の過程の中での、文化生涯学習課長に資

料をいただきましたから、これは案ですから、

まだあれなんでしょうけれども、これは９月の

定例会の一般質問でも、各地区公民館の相互の

連携と連絡調整を図る組織をやっぱり検討すべ

きだと。佐賀市でいいますと、連合会という方

式とっているわけですけれども、佐賀市の連合

会は、各地区協議会より委任を受けて、協議会

職員の人事及び福利厚生等に関する事項や各種

研究に関する事項、全公民館が統一すべき事項

などについてを行うと、こういうことなんです

けれども、それに対しまして教育長からは、佐

賀市の例は、長井市においても現在、一部は館

長会で行っているけれども、連合会的組織は検

討すべき事項であると、こういう答弁をいただ

いています。その組織の設置に関してどういう

ふうにお考えか、まず、教育長にお伺いしたい

と思います。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 仮称ですけれども、長井市公

民館運営連絡協議会というものを設置する方向

で検討をしています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 公民館運営連絡協議会

組織改正案では、そういうのが入っています。

そこで一つは、この組織の構成について、これ

はどういうお考えか。文化生涯学習課長にお伺

- 180 - 



いします。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 組織のメンバーで

ありますけれども、考えているのが全市的には

一般市民の代表ということで、学識経験者１名、

それから、地区公民館運営協議会の会長、それ

ぞれ１名ずついらっしゃって６名、それから地

区公民館長６名、それに中央公民館長と文化生

涯学習課長が入るというようなことで、15名の

委員体制というようなことで組織したいと思っ

ています。そのほかに職員といたしまして、公

民館主事１名というような組織体制にしたいと

いうふうに考えているところであります。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 ちょっとわからないの

は、公民館運営連絡協議会って、どういう役割

をするのか。そこについてお伺いしたいと思い

ますが、文化生涯学習課長。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 連絡協議会の役割

ということでございますけれども、まず、一つ

としては、各地区協議会の会長会、それから館

長会などあるわけですけれども、そちらに関す

る事務等であります。それから、公民館主事の

研修会、それから、３点目といたしまして、公

民館活動に関する事業への協力支援、そして、

連絡調整、そういうものを考えています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 それはそれでわかりま

す。各地区公民館、六つありますから、そこが

ばらばらで困るので統一したものでやりましょ

うと。一番問題は人事の関係なんですよね。人

事、雇用全部それぞれなんだけれども、社会保

険手続から何から全部各地区協議会でやってく

ださいと、こうなるんですかということもある

わけです。そういうことをやるということだと

思うんですが、それにしては、市がそこにまた

委託するわけでしょう。長井市が委託するんで

すか。主事も置くと言っていますよね。この連

絡協議会に主事も置くと。ここはまた長井市か

ら委託ですか、この連絡協議会に。その業務を

委託する。雇用も。それで、だとすると、地区

公民館長とか、中央公民館長とか、文化生涯学

習課長は公務員の皆さんですよね。市の職員。

市が委託したところの協議会にそういう人たち

が入るというのも何か違和感あるんですけれど

も、その辺はどういうふうに整理するんですか。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 まず、事務の関係

でございますけれども、職員の給与事務等につ

きましては、現在のところ事務管理公社の方に

お願いをしていきたいというように考えていま

す。それから、組織の関係で、皆、公務員でな

いかということでございますけれども、やはり

教育委員会との関係を密にしていくという部分

でもやはり公民館長なり、それから文化生涯学

習課長も入るべきだと思いますし、それぞれ各

公民館の館長さんもぜひ入ってご意見をいただ

きたいということと、あと、それから、公務員

でない方については、協議会の会長さん、それ

から学識経験者の方ということになりますので、

全部が公務員というわけではございません。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 それはちょっと違うん

だな、私言っているのは。これはちょっと変だ

と思いますよ。結局は主事１名、そこに雇用し

てもらいたいから、何かこんな組織つくってし

まう。私が言っているのは、そうじゃなくて、

あくまでも各地区協議会の公民館運営に関して

やっぱり統一したもので、余り格差ついてしま

ったらおかしくなりますから、統一すべき事項

だけをそこで話をする。人事も含めてですよ。

それが当たり前だと思うんですよ。 

 ではわかりましたけれども、給与の事務は事

務管理公社にまた残すというんだけれども、こ

れだと、事務頼むところは、委任するんだった

- 181 - 



ら、その委託料払うんですか、その事務管理公

社に。それだって整理しなければいけないでし

ょう。市が委託料払って、その委託料の中から、

また事務管理公社という組織の中にまた委託料

を払うなんていう、そんな仕組みというのは物

すごくおかしいと思うんです、私は。市長にあ

えてお聞きしません。後でまたお聞きしますか

ら。 

 そういうことってすごくおかしいですよ。結

局、みんな何か事務管理公社の雇用移したいも

んだから、その受け皿だけつくると、こんなこ

とになっていないですか。私物すごく不思議だ

と思うんです、これ。何か後ろでみんなそうだ

と言っているんだけれども、もっとこれ違うと

思うんです。もう一回整理してもらいたいんで

す、ここをきちっと。 

 それで、民間入っているから公務員だけじゃ

ないって、そういうことを言っているんじゃな

いです。そういうふうに委託するところに、委

託ですよ。民間主導で民間に委託するんだと言

っておいて、そういうところにまた市の職員の

皆さん、管理する皆さん入るということですか

らね。だとすれば、後でまた質問しますけれど

も、中央公民館という役割はどうするんですか

ということも入ってくるんですよ。全く民間主

導だって、公民館というのは社会教育の物すご

く大事なところですから、市の。だから、その

かかわりは全くなしなんてはしてはいけないん

です。もちろん、その大もとは文化生涯学習課

なんだけれども、公民館の運営とかなんかに関

しては、中央公民館というのは公設公営ですよ

ね。ここの役割をきちっとしてやっていけばい

いと思うんですよ。そういう意味で。何か物す

ごくここ面倒くさく考えているんですね。 

 運営協議会の方のところもまた後で質問しま

すけれども、これもまた見たら、物すごく複雑

なんですよ。今までの運営協議会をさらに充実

させるという前提じゃないんです。さっき言っ

たように、問題は地域の皆さんでぜひ受けてく

ださいと、その公民館の長井方式をもっときち

っとやるために、今度雇用も含めてですよ。そ

うすると、そこの自治会なり、その地域の皆さ

んが運営協議会というものをきっちりとやっぱ

り充実させるという意識がなければならないわ

けですよね。それをこうつくったから、こうい

うふうにしてくださいって、これだけでは、最

初から私申し上げているように、結局、雇用の

受け皿をどうするかしか考えていないんじゃな

いかと。ここにつながっていくと思うんですよ。

その一つが、方向おかしいですよね。これ、結

局主事１名というのは、今の中央公民館の主事

が事務管理公社だから、その受け皿つくらない

といけないからそこにつくったみたいな格好に

なってしまうよ、これは。 

 処遇というか、あれの問題はまた別にします

けれども、そういうことで、さっき言った事務

管理公社にまたその事務を委任するというのも

変な話だなと思うんです。そこにまた、市から

そっち、事務管理公社残しますから、事務管理

公社に市からまた出しますよね。そうすると、

各運営協議会にまた委託料出したと。そこから

また、委託料というか委任料というかわからな

いけれども、事務管理公社にやると。こんなこ

とになるんですよね、ここを見てみると。こう

いうことをやっていくと。だから、ちょっと、

これ、私はやっぱりもう少しその辺は検討すべ

きだと思うんです。ぜひ検討いただきたいと思

います。 

 それから、地区公民館の関係でありますけれ

ども、これも組織の体制は見せていただきまし

た。資料としていただきました。これもさっき

言ったように、館長とその協議会の職員の関係

は、これはきちっともう一度整理されて明確に

すべきだというふうに申し上げたんですが、こ

れは、私、資料持っているから資料に基づいて

言いますけれども、運営協議会、今までの運営
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協議会と全く同じ考え方でいくのかどうか。こ

れ、ちょっと違うような気がするんですけれど

も、そこを文化生涯学習課長にお伺いします。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 運営協議会の組織

でありますけれども、運営協議会については、

これまで運営審議会、現在あるわけですけれど

も、その運営審議会の役割もある程度担ってい

ただきたいというように考えております。そし

て現在の運営協議会については、実際に公民館

活動をやってくださる方々、実際に現場の方を

やってくださる方々がほとんど、今は運営協議

会という形で組織になっていますけれども、そ

の方々については、今度、公民館の中の違う組

織として、そちらの方でやっていただきたくと

いうようなことで現在考えております。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 抽象的な表現だったん

ですが、これを見ますと、運営協議会の委員に

ついては、学校関係者とか学識経験者、館長と

か５名ぐらいだと、こういうふうですね、今の

案として。今は15名の委員ですよね。これを５

名にしますと。そのほかに公民館の実際の館長

のもと、この下の方に、公民館活動推進委員会

12名以内と書いてあるんですよ。これをまたつ

くるという、こういうことなんです。こういう

のって物すごくおかしいと思いませんか。私は、

今の運営協議会の組織の中で、当然ながら、そ

の事業の企画立案、実施までやりますよという

ことで委託するわけですよ。それに、実際に活

動してもらうんだから活動推進委員だと。運営

審議会やめるんだと。こういうのはいかにもお

かしいと思うんですよ。住民主導で長井方式で

公民館の運営を民間委託しましょうって、お願

いしていきましょうと言っているわけですよ。

そこで、実際に事業の企画立案、実施までお願

いするということです。そこは活動推進であろ

うが何であろうが、どういうふうな各地区協議

会の中で実際の運営をしていくかというのは、

やっぱりそこでいろいろと議論していただく部

分じゃないですか。これ、最初からその公民館

活動推進委員会をつくるんですと、館長から、

この下のもとにね。こういうのは、ちょっと私

変だと思うんですよ。こういう組織って。だか

ら、面倒くさく考えないで、運営協議会を今の

運営協議会15名なら15名でいいですから、そこ

に結局お願いしていろいろ先ほどから申し上げ

ているように、議論していただいて、本当にこ

の地区の公民館事業なり、それを本当の意味で

住民主導でやっていただけるようなことについ

てぜひ議論してくださいと、運営協議会の中で。

それで、あちこち違うというの出てくるかもし

れません、各地区。でもそれはやりやすい方法

でやってもらうんでしょう、一番いいのは。 

 何かちょっと難しく考えているんじゃないで

すか。難しく考えているんだけれども、結果と

して何か事務管理公社の方で職員の受け皿をい

かにつくるかみたいなところに、何かそこにだ

けいっているんじゃないかという気がするんで

す。これ、恐らく運営協議会、提案するんでし

ょうけれども、これを説明として。教育委員会

の案として。それでいいのかというのがすごく

あるんですよ。教育長、私申し上げた質問、い

わゆる何でこんなにまたそんなことをつくらな

ければいけないかということについて、お考え

をお伺いしたいんですが。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 今の住民主導型の方向でとい

うことが、まず第一にそれを検討したわけです

けれども、来年度以降考えているこの運営協議

会も結局その中で企画、実施までするわけです

が、十分に住民主導型での対応が可能なのかな

というふうには考えています。ただ、実際に公

民館の館長さん方が指揮するというか、指示す

る場合に、今の組織は非常にやりにくいという

ようなこともちょっと館長会で出されておって、
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館長がやりやすいような組織の見直しもお願い

したいというようなこともあって、いろいろ過

去４回ほど館長会の中で検討を重ねて、おおむ

ねこの組織で館長さん方にも了解をいただいて

いるという状況です。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 だから、館長会主体な

んですよ、今の話は。だから、そこは違うんじ

ゃないですかと。館長会ではこう出たけれども、

地区の皆さんどうなんですかと、運営協議会な

り何なりどうなんですかと。ここすり合わせし

ないで、結局そう言われたからやりやすいよう

にというと全然違うと思うんです、そこは。そ

ういう考えですので、もう一度それは検討して

いただきたいと思います。 

○小関勝助委員長 ここで昼食のため、暫時休憩

いたします。 

 再開は午後１時といたします。 

 

  午後０時００分 休憩 

  午後１時００分 再開 

 

○小関勝助委員長 休憩前に復し午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 15番、鈴木小市委員から午後の会議に遅刻す

る旨の申し出がありましたので、報告いたしま

す。 

 それでは、大道寺委員の質疑を続行いたしま

す。 

 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 午前中に引き続き幾つ

かについてご質問申し上げたいと思います。 

 先ほど申し上げましたように、ぜひ、いろい

ろ細かいことたくさんあるんですけれども、ま

ず、何回も言って恐縮なんですけれども、受け

皿としての組織を、そこだけに視点を置いたと

いうのは、やっぱり十分その辺をそうならない

ようなことをしなければならないんではないか

と。そこが一番懸念だったんですよね。事務管

理公社の職員を運営協議会の職員に引き取って

もらうと。その受け皿がどうだと、こういうこ

と、そこではちょっとまずいんだと思うんです。 

 特に、先ほど申し上げた統括する組織、運営

連絡協議会ですか。ここも何かまた、職員がこ

こに受け皿みたいになっているというのは非常

に問題あるんでないかと、私は思っていますの

で、ぜひその辺については、十分これからまだ

時間もあります。あるいは運営協議会との協議

会がこれからということですから、その辺踏ま

えて検討いただきたいと思います。 

 ⑷に書いていますが、公民館職員の処遇の考

え方についてであります。運営協議会の職員と

して採用するというか、そちらに移っていただ

く場合の処遇については、現在の事務管理公社

職員としての処遇を著しく低下しないように配

慮していくと、こういう考え方が９月の定例会

で示されておりますけれども、そのときは、い

わゆる中退金というんですか、やめるとかやめ

ないとかという話もさせていただいたわけです

けれども、これについて、現在、具体的にどの

ようにお考えになっているのか。これは教育長

にも申し上げたんですが、やっぱり公民館主事

として、これぐらいの処遇がやっぱりふさわし

いだろうと、こういうことでもう一度きっちり

考えるべきでないかと、こういうふうに申し上

げました。そこで、その辺について、著しく低

下しないように配慮していくと、こういう考え

示されていますが、その処遇についてどのよう

にお考えになっているか。まず、教育長にお伺

いしたいと思います。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 処遇については、これまでも

申し上げてきましたように、現状の水準は少な

くとも維持したいという考え方で市長ともお話

し合いをしています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 
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○３番 大道寺 信委員 現状の水準ということ

ですから、これは何回も９月で質問したように、

その職務、事務管理公社の業務というのはたく

さんあるわけですから、その仕事に応じてやっ

ぱりきっちりと処遇するのはすると、こういう

ことで考えていただけるんだろうというふうに

思っています。 

 その際に、市長からは、いわゆる委託する場

合には、相手側にもやっぱり聞いてみなければ

ならないと、こういうお話ございました。相手

側でこういうところは必要じゃないかとか、こ

ういうこともあるので、それをやっぱり押しつ

けるわけにはいかないのではないかと、こうい

う考え方が市長から示されました。私はやっぱ

り受託する側が、こういう処遇でこういう事業

をやっていくにはこういう処遇も一応考えてや

っていかなければならないと。こういうことで、

事業運営するんだと、こういうことだと思うん

ですね。ですから、それに相手側、いわゆる委

託先の考え方も十分踏まえて考えていくべきと、

こういうふうに思いますけれども、市長の９月

の答弁はそういうお考えだというふうにとらせ

ていただいてよろしいでしょうか、市長にお伺

いします。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 まず考え方ですが、52、３年で

しょうか、公民館を民間に移そうというふうに

なったときには、私は大賛成だったんですね、

やっぱり。職員の方が、特に公民館の場合は、

土日とか、夜間の会議とかというのが多いわけ

ですから、日中勤務されて、そのほかに勤務さ

れるのも大変だし、また、時間外手当だってべ

らぼうになるし、これはやっぱりこういうのは

民間の皆さんに頼めば、当時、私の記憶では、

主事が15万円かな、副主事が２人、７万5,000

円ずつだったかな。合計30万円ぐらいでやりま

しょうと、こういう話だったと思うんですよね。

そういうときには、その人たちは農業もしてお

るし、ほかの何していてもいいんだと、ある意

味で。それから健康保険は国民健康保険に入っ

ているからいいんだと。退職金とかなんとか、

そんなことまで言わないと。今のＮＰＯみたい

なもんですよ。まずやっぱり今までなかった官

の仕事を民にしていただくし、まさに地域おこ

しだし、これは大変いいことなんだというふう

に思っているんです。その方向は正しいと思っ

ているんですよ。それが、一たん事務管理公社

になって、国民健康保険よりもっといい保険に

入って、退職金も出て、なにも出てと、一見よ

くなったようですが、第二の公務員みたいにな

ってしまってというのは、やっぱりこれはもと

に戻した方が絶対にいいと。今、佐賀市でもそ

うでしょうし、あちこちでもそうですね。南陽

もそうしようとしているとかという話がありま

すから。ですから、そういう方向性をやっぱり

民に移すべきだと、さっきの蒲生委員の話じゃ

ないですが、やっぱり移すものは移すというこ

とから、まず基本だと。それが、組織もやっぱ

りやりとり聞きますと、もっと単純に考えれば

いいんじゃないかと私も思いますよ。もう少し

ね。だって、発足当初、そういうふうに単純に

やったわけですから。シンプル・イズ・ベスト

ですよ。あんまり難しく考えるということがど

うも役所の特徴みたいなような気がして、まだ

なじんでいないのかもしれませんが、長年いて。

そういうところがやっぱりだめだと、ある意味

でだめだと思うんですよ。それがシンプルにや

って、その上で、しかし、今の職員の皆さんに

ついていえば、今の待遇より下がるということ

のなるべくないようにというご提案だし、私も

そう思います。そしてなおかつ、これは大事な

仕事ですから、やっぱり、もう少しどういう給

与体系で、今18万円がちょんですか。定時補助

職員と一緒だというのとはちょっと違うような

気がするから、これもやっぱりもう少し検討を

してみたらどうですかと思いますから、内々に
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は言っています。しかし、財政再建中もあるの

で余り大盤振る舞いはできませんけれども、や

っぱり将来的なことからいえば、そういうふう

に考えるべきものではないかというふうに思っ

ています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 今、市長、おっしゃっ

たとおりで、私はそれをお聞きすれば何も言う

ことないんですけれども、ただ、前にも申し上

げましたけれども、今回は公民館の職員という

ことで、そのほかにもいろいろこれから民間委

託の関係いろいろ出てきます。それで、今回の

場合については、当然今の処遇は低下させない

というのが基本ですから、今の条件でスタート

はいいと思うんですね。ただ、その後について

は、やっぱり原因は、定時補助職員というのが、

一つ市の制度の中にあるんです。定時補助職員

って何だということを考えると、全く補助の仕

事をするということですね。長期じゃなくて短

期でと。ところが、実際には、臨時の保育士の

皆さんも結局定時補助職員という言い方なんで

すよ。ところが実質的には２年も３年も、それ

で同じく勤めなければいけない。そういうこと

も含めて、保育園を民間委託した。そこに移っ

ていただくというか、そこで別に採用というこ

とになって、そもそもそういうことがおかしい

のではないかという指摘を蒲生委員なり、私な

りが申し上げて、そういう格好が変わりました。

私はその定時補助職員の定義というのをもう少

しきちっとしなければいけない。あえて言いま

すと、定時補助職員でなくて、ある程度長期で

も仕事を一定期間ですよ。ある一定期間になっ

てしまえば民間委託も何も出るんだと思うんで

すけれども、ある期間きちっといるわけですよ

ね、現実にそういう方々が。そういう方々のい

わゆる人事制度というか、そういうものをやっ

ぱりもう一度検討し直すべきでないかと思うん

ですよ。そういうふうにすべきだと、こういう

ふうに思うんですけれども、その辺について、

市長、お考えをお伺いしたいと思うんですが。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ご指摘のとおりだと思います。

ただ、もう一つちょっとつけ加えさせていただ

くと、当初、事務管理公社というのは、斎場の

職員だとかなんとかというのがありまして、今

やっぱり庁内から入ってくる電話の交換をして

いただいているとか、若干いますから、これは

一、二年かけてもいずれなくす方向で、しかし、

若干でもやっぱり時間かかるかなという気はし

ているんですよ。公民館のあちこちになられた

方でも、その給与の積算だとかなんとかいうよ

うな業務は、やっぱり若干その一、二年のうち

にどうするか、できるところからしていかない

と改革というのは進みませんから、全部そろわ

なければだめだという２年後なんて言っていな

いで、まずできるところからしながら、そうい

う残った部分は残った部分で、方向性は将来は

なくする方向でやっていくというような格好に

したいと。待遇については、お考えのとおりだ

と私は思っております。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 私も、だからスタート

できないなんていうことを、スタートするなと

も言いませんし、できないなんて思っていませ

ん。これはとにかく、私は長井方式、住民主導

というのは、長井市が基本的に行財政改革、あ

るいは自立計画でも言われているように、市民

と協働だということで事業をやっていくんだと

いうことの全くこれは一つのモデルというより

も本当にすばらしいことだと思うんですね。こ

れをやっぱりきちっとしていくことがこれから

につながっていくんでないかという意味では、

私は運営協議会の皆さんに公民館の事業運営を

任せていくというのは非常にいいことだという

ふうに思うんです。だから、きっちりしなけれ

ばということじゃなくて、スタートはそういう
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ことでいいんですけれども、この先のことをや

っぱりもっと議論しなければいけないのではな

いかと。市長、そういう検討するというご答弁

ですので、一つの例として、保育士を社会福祉

協議会に移した。処遇もあるから、処遇もある

程度みんな正職員と同じにしながら処遇が非常

に低いんじゃないかと。身分も不安定じゃない

かと。これをなくすためにもいいよということ

で社会福祉協議会に移されたわけです。社会福

祉協議会のときは社会福祉協議会の給与制度き

っちり持っていまして、ある程度今までより上

がっているんですね。待遇よくなっているわけ

です。それは、保育士という、そういう資格を

持っておられる。だから、さっき言ったように、

臨時保育士、定時補助職員という身分とは違う

と。片方では、公民館業務というのは市の社会

教育の非常に重要なところを担っていただいて

いるわけですね。資格も持っている方もおられ

ます。それと何でじゃあ違うんだということも

あるわけです。だから、そういうところを十分

踏まえて、これからいろいろ検討していただき

たいと。検討すべきではないかと、こういうこ

となんです、私申し上げたいのは。 

 それで、私はそういうこれからのいわゆる人

事の関係というのは、そういうことも含めて、

さっき教育長言われました新しい組織というの

は、連絡協議会という組織、やっぱりそういう

ところできっちり議論をすべきだろうと思うん

ですね。各地区協議会に委託するから、その相

手側といろいろ話ししましょうといっても、ば

らばらでは困るわけです。だから、今の身分、

今の処遇は、やっぱり最初はスタートは保つと

いうことですから、これ以降の部分については、

そういうところで議論していかないとばらばら

になっては困るわけですね。ただ、そういう意

味の私は連絡協議会の役割があるんじゃないか

と思うんです。だから、さっき言ったように、

この案ではちょっと問題があるのではないかと。

そういうことも含めて考えているもんですから、

ぜひその辺については、市長も検討というお話

ありますから、これ以上この処遇問題について

は申し上げません。ぜひそういうことで検討い

ただきたいと。教育長にもお願いしたいと思い

ます。 

 それで、あと、最後の質問の中央公民館の位

置づけの問題であります。これも資料ですと、

組織はいろいろ考えておられるようですが、私

は、中央公民館の位置づけというのは難しいの

ではないかと９月の質問で申し上げました。こ

れは決して要らないと言っているわけじゃない

んです。そういう意味ではなくて、位置づけと

いうのはもう少し明確にすべきではないかとい

うふうに申し上げたつもりでございます。 

 そこで、じゃあ中央公民館の位置づけという

のはどういうふうにお考えなのか、教育長にお

伺いしたいと思います。 

○小関勝助委員長 15番、鈴木小市委員が出席さ

れましたのでご報告申し上げます。 

 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 中央公民館については、市職

員２名、それにどういう形になるかですが、職

員１名という直営の体制で来年度以降もやって

いきたいというふうに思っています。 

 今の長井市の組織ですと、中央公民館の下に

六つの地区公民館があるというふうな形ですの

で、やはり先導的な事業の展開とか、または、

今、長井市が進めている第４次総合計画の長井

の心を育む文教のまちを推進するための事業の

展開、また、正職員が２人入っているわけです

ので、そういう面からも各地区公民館の指導的

な立場、または援助的な立場というふうな位置

づけをしているところです。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 そのとおりだと思うん

です。そのとおりなんですけれども、各地区運

営協議会というのは、いわば民間ですよね。だ
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から、民間と必要なのは、そこで、前に申し上

げました市の生涯学習教育の方針はやっぱり市

が責任持ってやるわけです、そこは。だから、

そこの役割って中央公民館がきっちり持ってい

くと。だから、指導なり援助なりをしていくと、

スムーズにいくようにですね。そういう位置づ

けでなければならないと思うんです。ただ、こ

この改正案によると、運営連絡協議会から何か

事業も委任するんだと中央公民館に。それはち

ょっとおかしいんじゃないですか。民間から何

で、実際のやる部分、公がやる部分の組織に委

任するなんていうこと自体がやっぱりおかしい

んです、この案ではですよ。私は、中央公民館

というのは、きっちりそこは、そういうことで

指導、援助するんだと。市の方針はそこできっ

ちりとうまくいくように、各地区協議会にきっ

ちりやっていくんだというふうにしないとだめ

だと思うんです。そのときは、主事の扱いどう

なるかという問題は出てきますよ、それは。だ

けれども、そこは、これからどうなるか含めま

して、事務管理公社も残るというんですから、

そこはそうだと決めつけないで、だから、受け

皿みたいにしてはいけないんでないかと。中央

公民館というのはそういう位置づけでやっぱり

あるべきでないかと私は思うんです。そういう

ことで、やっぱり考えていく必要があるのでは

ないかというふうに思うんです。その辺につい

てお考えを。 

○小関勝助委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 中央公民館の役割といいます

か、それは、運営連絡協議会の部分を一部委任

した面と、先ほど私が申し上げたような面が出

てくるんじゃないかなというふうに思います。

運営連絡協議会の役割というのは、これまでは

中央公民館でやっていた内容がかなり含まれて

いますので、それを一たん運営連絡協議会の方

の役割の方に移してやって、また、委任すると

いうような形になりますけれども、それだけで

はないというふうに思っています。 

○小関勝助委員長 ３番、大道寺信委員。 

○３番 大道寺 信委員 ますますわからなくな

るんですけれども、私、市長言ったとおりだと

思うんです。何で今までがあるのに、職員の皆

さんがそこに雇用していただくということです

よね。だから、そこの機能がきっちりいくよう

に、もっと充実するためにどうするかという考

えでいっていいんじゃないかと思うんです。い

わゆるシンプル・イズ・ザ・ベストですか、市

長、お好きなお言葉で。そういうふうにやっぱ

り考えていくべきだと思うんですよ。私は決し

てこれを批判しているわけじゃなくて、まだ、

時間あるから申し上げているんです。４月スタ

ートですから。それまでには、そういう議論の

やり方も含めて、これからの議論のあり方含め

て、まだまだ私は検討すべきだし、余り複雑に

考えれば考えるほど公民館事業どこいくべなん

ていうことになるんじゃないかという私は心配

しているんです。ぜひ、そういうことで、いろ

いろ申し上げましたけれども、十分ご理解いた

だいて、これから検討いただきたいということ

を申し上げて、質問は終わります。 

○小関勝助委員長 次に、順位３番、議席番号16

番、藤原民夫委員。 

○１６番 藤原民夫委員 私は、このたび提案さ

れた、平成17年度長井市一般会計補正予算第５

号について、総括質問を行うものであります。 

 通告している市長並びに関係課長におかれま

しては、簡潔にして明快なご答弁をお願いをい

たすものであります。 

 さて、この質問事項は、共催負担金のあり方

についてであります。 

 まず、具体的にお尋ねをいたします。 

 10款５項１目保健体育総務費19節負担金補助

及び交付金として計上されている長井マラソン

大会共催負担金18万円について、初めに文化生

涯学習課長にお尋ねをいたします。この大会は、
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